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事 後 評 価 調 書 

Ⅰ 事業概要 

事 業 名 交通安全施設等整備事業（交差点改良） 

地 区 名 一般国道２４７号 

事業箇所 半田市亀崎町 

事業のあ

らまし 

 一般国道２４７号は名古屋市を起点とし知多半島を周回し西三河地区とを結ぶ主要路線であ

り、本交差点を含む衣浦大橋周辺地区は慢性的な渋滞を引き起こしており早期の渋滞対策が強く

望まれている地区である。 

 当交差点には右折帯がないため、半田市中心部へ向かう南進の通行を阻害している。このため

通勤車両の集中する朝夕の渋滞が顕著であり、本地区の慢性的な渋滞要因の一つとなっている。

また、当地区は住宅地や商店等が隣接しており、歩行者等が車道を通行し非常に危険な状態とな

っているため、当交差点の改良を行うものである。 

事業目標 

【達成（主要）目標】 

歩行者・自転車交通の安全性の向上 

死傷事故件数の削減 

【副次目標】（事前評価時に設定した場合、記載する） 

なし 

事 業 費 
事業費 内訳 

0.8億円 ■工事費0.75億円、□用補費0.0億円、■その他0.05億円 

事業期間 採択年度 平成20年度 着工年度 平成20年度 完成年度 平成20年度 

事業内容 
交差点改良 Ｎ＝1式 

Ⅱ 評価 

①
事
業
目
標
の
達
成
状
況 

1) 主要目

標の達

成状況 

【達成状況】 

交差点が改良され、歩行者・自転車の安全性も向上した 

死傷事故件数が8件（H14～H17）から6件（H20～H23）に減少 

【達成状況に対する評価】 

死傷事故件数が減少し、目標は達成された。 

 

2) 副次目

標の達

成状況 

【達成状況】 

なし 

【達成状況に対する評価】 

なし 

 

Ⅲ 対応方針 

今後の事後評

価の必要性 

主要目標が概ね達成でき、今後の事業評価は必要ない。 

改善措置の必

要性 

特になし。 

 

同種事業に反

映すべき事項 

 

特になし。 

 

 

（別紙６）


